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プレスリリース 

 
 

IGES と八戸市、気候変動への対応と持続可能な開発目標の達成に向け協力協定（MOU）を締結 
 
 
公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）と青森県八戸市は、気候変動への対応と持続可能な開発目標

（SDGs）の達成に向け、「八戸市と公益財団法人地球環境戦略研究機関との連携協力に関する基本協定書」

（MOU）（以下、本協定）を取り交わしました。 
 
本協定では、以下のことが定められました。 
 八戸市は、IGES とその連携機関に対し、気候変動対策が健康をはじめとした人々のウェルビーイングにもた

らす有益な効果に関するデータを提供する。 
 IGES は、どのような政策がそれらの効果を最大化できるのか、分析を行う。 
 IGES は、それらの知見をもとに、八戸市民の健康とウェルビーイングを改善するための政策提言に向けた報

告書を作成する。 
 

また、ワークショップの開催や国際視察を通じて国内外の自治体と交流・情報共有を図るほか、本協定に基づく

活動成果を国内外に広く発信していきます。 
なお、これらの活動は、世界的な慈善財団の 1 つで、人々の健康に関する喫緊の課題を解決するための科学を

支援する、ウェルカム財団（英国）の資金提供を受けて実施されます。 
 
 
IGES と八戸市は、本協定を通じた連携協力により、持続可能な未来のための取り組みを推進していきます。 
 
 
 
【このプレスリリースに関するお問い合わせ】 

公益財団法人地球環境戦略研究機関 (IGES)  広報担当： 庄（しょう） 

Tel: 070-5596-5924 e-mail: iges_pr@iges.or.jp   

 

公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES: Institute for Global Environmental Strategies）につ

いて 

IGES は、アジア太平洋地域における持続可能な開発の実現に向け、国際機関、各国政府、地方自治体、

研究機関、企業、NGO などと連携しながら、気候変動、自然資源管理、持続可能な消費と生産、グリーン

経済などの分野において実践的な政策研究を幅広く行っています。1998 年、日本政府および神奈川県の

支援により設立。本部は神奈川県葉山町に所在し、約 150 名の研究者を擁し、その 3 分の 1 強が外国籍。

関西（兵庫県）、北九州、北京、バンコク、東京の各センター・事務所と共に、グローバルおよびアジア太平

洋地域のネットワークを生かした戦略研究を展開しています。  

http://www.iges.or.jp/  
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